






要約:小児I型糖尿病(IDDM)の45例中単純性網膜症を51%に,増殖性網膜症を6.7%に認めた。

このうち検眼鏡で異常なく蛍光眼底検査(FA)で網膜症を認めたものが 20%あり,早期発見

には,12 才以上,罹病期間 4 年以上のコントロール不良例に FA を開始する必要がある。末

梢神経伝導速度の低下も網膜症陽性例に高かった。早期糸球体障害を示す指標として尿

microalbumin,尿細管障害を示すものとしてはα1microglobulin がコントロール状態,罹

病期間と相関あり有用と考えられた。 


